






日時 ： 2015年2月14日(土)　　会場 ： 福井市美術館
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図⑥ 『まばたきの葉』　　　　　[ Photo : Katsuhiro Ichikawa ] 
　花火を打ち上げて街中に大きな木を浮かび上がらせ
た絵で、食べられる紙で作ったり、土に還る紙で作った
りすれば、地球の害にもならず、鳥たちのためにもなると
思っています。これが「まばたき」と「はばたき」が出会っ
た瞬間です。（図⑦）『まばたきとはばたき』は2011年に
出した本のタイトルになりました。変なタイトルだと今でも
思っていますが、当時は自然に決まりました。
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図⑦  「まばたき」と「はばたき」が出会った瞬間のスケッチ
　最近、「デザインあ」が一般化したからこの発想は当た
り前になりました。「ま」の文字の分解は、横棒を１本動
かして、文字の左に縦に置けば「は」になるため、「は」と
「ま」の関係は近いことになります。
　『まばたきの葉』は、いろいろな国で展示しています
が、イスラエル出身のアーティストに会った時の話が不思
議です。日本では、まばたきは目をつぶりますが、イスラ
エルのヘブライ語では「瞬間的に見る」という意味だそう
で、『まばたきの葉』の落葉時に目と目が合うことと繋が
り、鳥肌が立ちました。このように知らない国の言葉と作
品が繋がるのは、もしかして、人間には特別に思えるけど
地球にとっては当たり前のことかもしれません。
　この話を聞いてから約２週間後にイスラエル美術館の
キュレーターが僕のところに来て、イスラエル美術館で展
示をすることになり再び驚きました。
（中略）
　「未来」の描き方を考え、未来の中に「木」があるこ
とに気づきました。「一」「十」「オ」「木」の左右のシュッ
シュッとはらう部分は根っ子を表し、木の幹は縦棒一
本でシンプルです。そして、「木」に横棒一本を加えると
「未」になり、横棒が枝だそうです。「未」にチョンチョン
と点を２つで「来」になります。このような「未来の書き順
を考えました。先日、小学校の校長先生にお会いして、書
き順について教えていただきましたが、書き順には決まり
は無いそうです。なので、順番を変えるだけで、意外な考
え方に展開可能になる感じがしました。
図⑧『未来の書き順』
　更に解説すると、大地、芽が出て、根を張り、枝が伸び
て、実が成ります。（図⑧）「未来」という漢字が木の成
長を表していることを知り、感動しました。それで最近、
僕の勝手なこじつけをしまして、この「来」のチョンチョン
に見覚えがあるなと気づきました。それはモミジです。モ
ミジの種は鳥の羽のような形で、生えている時は逆さま
ですが、落ちる時はクルクルと回って、見ていて飽きませ
ん。螺旋を描く様が美しいです。なるべく遠くに、意外な
所に行くために、クルクル回って落ちて来ます。まさに未
来へという感じです。しかも「来る来る」で、さらに、人に
近づくと「来た来た」になります（会場：笑）。（図⑨）
図⑨「来る来る」「来た来た」スケッチ
　『現在／過去』という判
は ん こ
子の作品を制作した頃は「未
来」が嫌いでしたが、今は「未来」に興味があります。
「未／来」が「現在／過去」ではなく、「未」はどうなる
か分からない状態のことで、「来」は『まばたきとはばた
き』が本の題名になったり、未熟だった自分が15年経っ
て『近所の地球』のように自分の展覧会のタイトルに成る
体験などを表します。「未／来」の間隔は、実際に現実に
変わるであろう時間の経過を示していて、それらを判
は ん こ
子と
いう形にできたと考えています。
ということで、12分過ぎてしまいましたが、スライドは372
枚ご覧いただきました。長い時間ご清聴ありがとうござ
いました。（会場：拍手）
　会場では、水戸芸術館の個展の鈴木康広氏直筆マッ
プが、プレゼントとして配られたことを、最後に申し添え
ます。
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